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３　主要国のエネルギー事情３　主要国のエネルギー事情

４　地球温暖化問題４　地球温暖化問題
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１　エネルギーと環境
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　２　世界の人口予測
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（注）　（　）内は１９９１年に対する２００１年の比率
出典：ＢＰ統計２００２

世界合計 ９１．３（１．１２）

北米　 ２６．４（１．１５)

中南米　 ４．５（１．３７）

欧州　 １９．０（１．０７)

旧ソ連　 ９．５（０．６９）

中東　 ４．０（１．５０)
アフリカ　 ２．８（１．２７)

オセアニア １．３（１．２４)

中国　 ８．４（１．２１)

日本　 ５．２（１．１４) 

その他アジア　１０．３（１．６１）

　３　世界の一次エネルギー需要量の推移

 
 
 
 

　４　世界のエネルギー資源確認埋蔵量
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主要国の一次エネルギー構成（２００１年）
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　５　主要国の一次エネルギー構成（２００１年）

 
 
 
 

　６　主要国のエネルギー輸入依存度
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　７　温室効果の仕組み

 
 
 
 

８ 化石燃料からのＣＯ２排出量と大気中のＣＯ２濃度の変化
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１０　ＣＯ２増加による気温上昇の実績と予測
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１１　京都議定書で決められた主要国の
温室効果ガス排出削減目標

 
 
 
 

1990年の附属書Ⅰ国の二酸化炭素排出割合
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１２　京都議定書の発効要件
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１３　世界のＣＯ２排出量見通し

 
 
 
 

１４　各国の削減目標を達成するためのコスト

矢印線は、複数の試算による幅を示したもの。
４００、３００、２００という数字は、各種試算を平均した値。

 
 
 



8 

 

１５　ＧＤＰ当たりＣＯ２排出量

　　　　　１９９０年
　　　　　１９９８年

 
 
 
 

１６　主要国のエネルギー輸入依存度
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１７　原油輸入の中東依存度の推移

 
 
 
 

１８　日本の一次エネルギー供給実績
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１９　部門別ＣＯ２排出量の推移

 
 
 
 

２０　日本の電気事業からの
　　ＣＯ２排出量の推移

０．６

０．３８
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２１　各国の発電端ＣＯ２排出原単位

２０００年

 
 
 
 

２０００年１２月制定

２２　環境方針「中部電力環境宣言２１」
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２３　中部電力の電源別発電電力量の推移

 
 
 
 

２４　各種電源別のＣＯ２排出量
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２５　100万kwの発電所を１年間運転するために必要な燃料

 
 
 
 

２６　ウラン資源確認可採埋蔵量と確保状況
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２７　原子燃料サイクル

 
 
 
 

２８　ウランの核分裂とプルトニウムの生成・核分裂
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２９　軽水炉内のプルトニウムの発電割合

 
 
 
 

３０　ＭＯＸ燃料
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３１　プルサーマルのしくみ

 
 
 
 

３２　放射能を閉じ込める５重の壁
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浜岡原子力発電所の設備利用率浜岡原子力発電所の設備利用率
（５（５ カ年平均値）カ年平均値）

３３　浜岡原子力発電所の設備利用率
（５ヵ年平均）

 
 
 
 

300kW級溶融炭酸塩型燃料電池

２００２年度末時点

当社事業場の発電設備

３４　新エネルギーの導入
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３５　新エネルギーの電力購入量
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３７　新エネルギーの現状（太陽光・風力）

 
 
 
 

・コンバインドサイクル発電の導入・コンバインドサイクル発電の導入
・高効率プラントの効果的な運用・高効率プラントの効果的な運用

３８　火力発電所の熱効率の推移
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・コンバインドサイクル発電の導入・コンバインドサイクル発電の導入
・高効率プラントの効果的な運用・高効率プラントの効果的な運用

年

３９　火力発電所別の熱効率

 
 
 
 

配電電圧高電圧化配電電圧高電圧化

送電電圧２７５送電電圧２７５kVkV 送電電圧５００ｋＶ送電電圧５００ｋＶ

４０　送配電損失率の推移
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岡崎市高年者センター（１９８９年）

緑豊かな地域づくりと地球温暖化防止に協力す
るため、１９８５年から学校や公園、福祉施設な
ど公共施設に寄贈　　

２００２年度末実績
　　累計２３．８万本

４１　苗木の寄贈

 
 
 
 

４２　中電ビル周辺の清掃活動
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４３　家庭用給湯器「エコキュート」

 
 
 
 

「エコレポート２００３」

４４　省エネルギーＰＲ
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４５　緑のカーテン

 
 
 
 

４６　電気の旅

 
 
 




